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（ｆ）コンパイルリストの入手方法
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（１）コンパイルリストの種類
　コンパイラが出力するリストの種類を次に示します。

（ａ）情報リスト

　　　プログラム情報やエラーの総数等のコンパイル時の情報を要約して
　　　　出力したものです。

（ｂ）原始プログラムリスト

　　　コンパイル時に入力した原始プログラムのリストです。相互参照情
　　　　報やコンパイル時にエラーが検出されたときのエラーメッセージな
　　　　ども出力されます。

（ｃ）エラーリスト

　　　コンパイルエラーのエラーレベルやエラーメッセージを出力したも
　　　　のです。

（２）リストの出力方法
（ａ）コンパイラオプションの指定

　　　コンパイルリストを出力するためのオプションを次に示します。
　　　これらのコンパイラオプションを指定しない場合、コンパイルリス

　　　　トは出力されません。

　　　 -SrcList,NoCopy

　　　　　COPY文で複写した登録集原文の内容を原始プログラムリスト中
　　　　　　に展開しません。

　　　 -SrcList,CopySup

　　　　　SUPPRESS指定のあるCOPY文で複写した登録集原文の内容は原始
　　　　　　プログラムリスト中に展開しません。 SUPPRESS指定のない　　
　　　　　COPY文の場合はすべて展開します。

　　 -SrcList,CopyAll

　　　　　COPY文で複写した登録集原文の内容をすべて原始プログラムリ
　　　　　　スト中に展開します。

　　　 -SrcList,OutputAll

　　　　　COPY文の指定や条件翻訳、LISTING翻訳指令にかかわらず、強
　　　　　　制的にすべてのソース原文をコンパイルリスト中に展開しま
　　　　　　す。SUPPRESS指定のあるCOPY文も展開します。
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　　　 -SrcList,XXXXX,NoFalsePath

　　　　　条件翻訳結果の無効行はコンパイルリストに出力されません。
　　　　　 XXXXXには、CopyAll,CopySup,NoCopyのどれかを指定します。

　　　 NoCopy,CopySup,CopyAll,およびOutputAllサブオプションは同時に
　　　　は指定できません。同時に指定した場合、最後に指定したオプショ
　　　　ンが有効になります。

　　　NoFalsePathサブオプションは、その他のオプション(OutputAll以
　　　　外)と同時に指定する必要があります。
　　　　全ての情報を表示したいときは、OutputAllオプションだけを指定　
　　　します。

　（ｂ）コンパイルリストの出力先

　　　情報リストと原始プログラムリストは、コンパイルリストファイル
　　　　(.lst)に出力されます。また、エラーリストは標準エラー出力　
　　　　(stderr)、すなわちCOBOL2002開発マネージャのメッセージウィン

　　　ドウに表示されます。）
　　　　コンパイルリストの出力手順および出力例は、次ページ以降で説明
　　　　します。
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下記プログラムは｢reidai1｣プログラムのデータ定義部の｢DATA0｣と｢YYMMDD｣
を登録集原文として別ファイルに登録したものです。DATA0.cblとYYMMDD.cbl
は 、ソースファイルと同じフォルダに作成します。このプログラムをコンパイラオ

プション｢-SrcList,NoCopy｣を指定してコンパイルしてみます。
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[手順１] COBOL2002開発マネージャのメニューバーの｢ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(P)｣、｢ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
　　　　 ﾄの設定(S)｣の順にクリックします。すると｢ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定｣画面が表
　　　　 示されます。

①

②

[手順２] ｢ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定｣画面の｢ﾘｽﾄ出力｣タブの中から｢-SrcList,NoCopy｣オ
　　　　 プションをクリックし、｢OK｣ボタンをクリックします(□内にレ印が
　　　　 付き、｢設定内容｣の欄に表示されます)。

②

①
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［手順３］開発マネージャの画面に戻ったら、｢ﾋﾞﾙﾄﾞ｣を行います。

[手順４] ビルドが終了すると｢依存ﾌｧｲﾙ｣が表示されます。＋ボタンを押して登
　　　　 録されている登録集原文を見てください。依存関係が自動的に確立さ
　　　　 れていることがわかります。また、workフォルダの下には、拡張子　
　　　　 が.lstのファイルが生成されていますので開いて見てください。
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[手順５] エクスプローラによりworkフォルダの下に実行可能ファイル等と共
　　　　 にコンパイルリストファイル｢reidai2.lst｣が生成されます。
　　　　 コンパイルリストファイルは、COBOLエディタ、メモ帳等で開いて
　　　　 見ることができます。
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コンパイルリストを以下に示します(メモ帳で開いています)。
｢-SrcList,NoCopy｣ オプションなので、COPY文の内容は展開されません。

COPY文の内容は展開
されません。
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｢－SrcList,CopySup｣オプションを指定してコンパイルすると、コンパイルリ
ストは次のようになります。

SUPPRESS指定のCOPY文
は展開されません。

SUPPRESS指定のない
COPY文は展開されてい
ます。
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｢－SrcList,CopyAll｣オプションを指定してコンパイルすると、コンパイルリ
ストは次のようになります。

SUPPRESS指定に関係な
く、全てのCOPY文が展
開されます。


